
し
か
し
な
が
ら
、
脾
の
生
理
作
用
は
歴
史
的
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、
脾
の
消
化
作
用
（
「
磨
而
消
之
」
）
は
三
国
時
代
以
後
の
医
耆
に
多
く
見

（
一
一
）

ら
れ
る
も
の
の
、
「
難
経
」
以
前
の
古
典
に
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
本
来
の
脾
臓
の
作
用
の
一
つ
で
も
あ
る
血
液
に
関
す
る
作
用
（
貯
蔵

（
一
一
一
）

作
用
な
ど
）
は
「
難
経
」
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
医
書
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
『
素
問
」
・
「
霊
枢
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

（
四
）

『
素
問
」
・
『
霊
枢
』
を
中
心
と
す
る
医
学
（
以
下
、
内
経
医
学
と
略
す
）
の
脾
の
生
理
作
用
は
、
膵
臓
に
よ
る
消
化
作
用
で
も
な
く
、
現
在
の

漢
方
医
学
に
お
い
て
、
脾
は
五
臓
の
中
で
も
中
心
的
な
働
き
を
す
る
臓
器
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
方

医
学
に
お
け
る
脾
は
解
剖
学
的
に
も
、
生
理
学
的
に
も
不
可
解
な
点
が
多
く
、
漢
方
の
解
剖
や
生
理
の
荒
唐
無
稽
を
示
す
典
型
的
な
例
と
し

て
西
洋
医
学
の
立
場
か
ら
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
特
に
冑
と
と
も
に
消
化
に
携
わ
る
と
い
う
脾
の
生
理
作
用
が
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
古
典
の
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
行
き
過
ぎ
た
誹
誇
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
漢
方
に
お

（
一
）

け
る
脾
は
解
剖
学
的
に
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
脾
臓
以
外
に
、
接
着
し
て
存
在
す
る
膵
臓
を
も
含
む
」
と
い
う
見
解
に
基
づ
く
。
こ
の
見
解
に

立
つ
と
、
消
化
に
関
す
る
脾
の
作
用
は
こ
れ
に
接
着
す
る
膵
臓
の
作
用
と
考
え
ら
れ
、
現
在
の
医
学
の
立
場
か
ら
も
漢
方
の
脾
の
生
理
を
無

理
な
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
素
問
」
・
「
霊
枢
」
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用

ｌ
藺
方
医
学
と
の
比
較
Ｉ

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

祀
嘩
嘘
璋
鑿
壁
載
暗
第
駕
平
成
三
年
九
月
四
日
受
付
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医
学
か
ら
理
解
で
き
る
血
液
に
関
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
検
討
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
論
説
の
多

く
は
次
の
二
つ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
難
経
」
以
後
に
言
わ
れ
だ
し
た
消
化
作
用
や
血
液
に
関
す
る
作
用

に
よ
っ
て
『
素
問
」
・
『
霊
枢
」
を
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
五
行
説
に
偏
重
し
た
解
釈
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
五
行
説

に
お
い
て
、
脾
は
五
臓
の
中
心
に
位
置
す
る
。
こ
の
た
め
、
古
典
の
中
で
、
脾
の
作
用
は
実
際
の
生
理
機
能
以
上
に
誇
張
さ
れ
た
り
、
歪
曲

さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
補
正
し
た
解
釈
が
必
要
で
あ
る
。

著
者
ら
は
前
述
の
問
題
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
を
再
検
討
し
た
。
こ
と
に
、
脾
が
、
五
行
説
で
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
体
の
中
心
的
な
生
理
機
能
を
有
す
る
か
否
か
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
内
経
医
学
の
脾
の
生
理
作
用
を
西
洋
医
学
の
そ
れ
と

比
較
し
、
考
察
し
た
。
西
洋
医
学
と
い
っ
て
も
、
西
洋
の
伝
統
医
学
か
ら
近
代
医
学
ま
で
、
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
本
報
で
は
、
江
戸
時
代

の
藺
方
の
医
書
中
に
み
ら
れ
る
西
洋
の
伝
統
医
学
と
比
較
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
江
戸
の
藺
方
医
は
既
に
両
者
の
比
較
を
行
っ
て
お
り
、
漢

（
五
）

方
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
を
「
是
し
皆
、
臆
想
妄
誕
、
モ
ト
ョ
リ
取
ル
ー
足
ル
モ
ノ
無
シ
」
と
結
論
を
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

批
判
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

内
経
医
学
に
お
い
て
脾
の
生
理
作
用
を
調
べ
る
と
、
そ
の
重
要
な
作
用
は
循
環
系
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
し
ば
し
ば
「
脾
脈
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
た
だ
し
、
『
素
問
」
や
「
霊
枢
」
の
中
で
は
、
脾
の
作
用
と
脾
脈
の
作
用
と
は
区
別
さ
れ
ず
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
各
々
が
同
時
に
両
方
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
著
者
ら
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
わ
き
ま
え
な
が
ら
、
以
下
に
お
い
て
、
脾

の
生
理
作
用
を
脾
脈
を
中
心
に
検
討
し
た
。

｜
ｌ
｜
脾
と
四
肢

一
、
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
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古
典
の
中
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
脾
と
四
肢
と
を
関
連
付
け
た
記
述
が
多
い
。

「
脾
…
：
．
太
過
則
令
人
四
支
不
挙
」
二
素
問
」
、
「
玉
機
真
蔵
論
」
）

「
四
支
慨
情
、
此
脾
精
之
不
行
」
（
「
素
問
」
、
「
示
従
容
論
」
）

「
脾
気
虚
則
四
肢
不
用
」
（
「
霊
枢
』
、
「
本
神
」
）

「
脾
痒
者
四
肢
解
惰
」
（
「
素
問
」
、
「
痒
論
」
）

「
脾
疾
而
四
支
不
用
」
（
「
素
問
」
、
「
太
陰
陽
明
論
」
）

「
脾
…
…
精
気
喝
則
不
営
其
四
肢
」
（
「
素
問
』
、
「
厭
論
」
）

脾
と
四
肢
と
を
関
連
付
け
た
こ
れ
ら
の
記
載
に
は
五
行
説
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
行
の
中
心
に
あ
る
脾
は
体
幹
の
四
方

（
一
ハ
）

に
位
置
す
る
四
肢
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
見
方
に
基
づ
い
て
い
る
〔
「
脾
脈
者
土
也
。
孤
蔵
以
潅
四
傍
者
也
」
（
『
素
問
』
、
「
玉
機
真
蔵
論
」
）
〕
。

し
か
し
な
が
ら
、
仔
細
に
こ
れ
ら
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
脾
が
四
肢
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
表
現
は
、
脾
が
肌
肉
筋
骨
な
ど
の
体
組

織
を
つ
か
さ
ど
る
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
「
四
肢
不
得
稟
水
穀
気
…
…
陰
道
不
利
、
筋
骨
肌
肉
皆
無
気
会
素
問
』
、
「
太
陰
陽
明
論
」
）
〕
。

四
肢
は
体
幹
部
と
違
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
内
臓
が
な
い
た
め
に
、
内
臓
以
外
の
体
組
織
に
作
用
す
る
こ
と
を
言
い
た
い
時
に
、
四
肢
と
い
う
表

（
七
）

現
を
と
っ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

現
を
と
っ
て
い
る
。
次
に

－
１
二
脾
脈
と
胄
脈

一
素
問
』
、
「
太
陰
陽
明

一
素
問
』
『
「
太
陰
陽
明
論
」
に
、
体
組
織
に
対
す
る
脾
脈
の
作
用
機
序
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
脾
脈
の
作
用
を
胄
脈

と
対
比
さ
せ
な
が
ら
の
べ
て
い
る
の
で
、
脾
脈
を
理
解
す
る
に
は
胄
脈
を
も
正
し
く
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
作
用
の
う
ち
、

本
研
究
と
関
連
す
る
部
分
の
み
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
胄
脈
は
五
臓
の
精
気
を
体
組
織
に
分
配
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
脈
は
主
要
な
通
路
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、
体
組
織
の
末
端
部
ま
で
に

（
八
）

は
至
ら
な
い
。
一
方
、
脾
脈
は
胄
脈
か
ら
津
液
を
受
け
て
、
体
組
織
の
末
端
部
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
」
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’
’
五
脾
脈
の
防
衛
作
用

土
匪
Ｊ
ロ

（
一
四
）

『
霊
枢
」
の
「
五
雁
津
液
別
論
」
な
ど
で
、
脾
に
衛
る
作
用
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
「
脾
爲
之
衛
」
）
。
こ
の
記
述
は
脾
と
「
営
、
衛
」

と
の
関
連
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
体
全
体
を
流
れ
る
営
衛
の
気
の
う
ち
、
営
気
は
脈
内
を
流
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
衛
気
は
脈
外
を

流
れ
、
肌
肉
や
膜
理
を
滋
養
し
、
外
界
に
対
す
る
防
衛
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
霊
枢
」
、
「
邪
客
」
な
ど
）
。
こ
の
衛
気
の
作
用
は
、

明
ら
か
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
脾
脈
の
作
用
と
同
じ
か
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
脾
脈
は
衛
気
の
作
用
と
同
様
、
外
界
に

以
上
の
こ
と
か
ら
、
脾
脈
に
は
津
液
を
脈
の
外
に
ま
で
惨
出
さ
せ
、
直
接
に
肌
肉
を
灌
湖
す
る
作
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
、
脾
の
つ
か
さ
ど
る
絡
脈
が
体
組
織
を
網
の
目
の
よ
う
に
ま
と
う
細
い
脈
で
あ
り
、
脈
外
に
も
津
液
を
参
出
さ
せ
、
体
組
織
を

（
一
一
一
一
）

灌
厩
す
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
一
致
し
て
い
る
。

’
’
四
脾
脈
の
灌
澱
作
用

先
に
引
用
し
た
「
素
問
』
の
「
玉
機
真
蔵
論
」
の
記
述
（
「
脾
脈
：
：
・
・
以
潅
四
傍
者
也
」
）
に
出
て
く
る
「
灌
」
と
い
う
表
現
は
、
古
典
で
は
、

（
一
一
）

体
液
が
肌
肉
や
分
肉
の
問
（
肉
と
肉
の
隙
間
）
を
「
灌
慨
」
、
「
惨
灌
」
す
る
時
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
脾
の
作
用
を
示
す
の
に
数
多
く
使

（
’
一
一
）

わ
れ
る
「
濡
」
、
「
湿
」
と
い
う
表
現
も
同
様
な
意
味
を
持
つ
。
体
組
織
の
す
み
ず
み
ま
で
潤
し
、
湿
ら
せ
る
点
で
、
樛
灌
と
同
義
と
さ
れ
る

わ
れ
る
「
濡
」
、

か
ら
で
あ
る
。

（
九
）
（
一
○
）

「
素
問
」
の
「
逆
調
諭
」
や
「
厭
諭
」
で
は
、
脾
胄
の
脈
の
作
用
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
経
絡
の
見
方
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内

容
を
整
理
す
る
と
、
胄
脈
は
経
脈
を
、
脾
脈
は
絡
脈
を
流
す
原
動
力
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
に
、
経
脈
は
幹
線
と
で
も
い

う
べ
き
主
要
な
通
路
で
あ
り
、
絡
脈
は
経
脈
か
ら
分
れ
出
て
、
網
の
目
の
よ
う
に
組
織
を
ま
と
う
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
見
ら
れ
る
内
容
は
先
に
述
べ
た
「
太
陰
陽
明
諭
」
と
同
じ
で
あ
り
、
胄
脈
と
脾
脈
を
経
脈
と
絡
脈
の
作
用
に
置
き
換
え
て
表
現
し
た
も

の
に
相
当
す
る
。

’
’
三
脾
、
冑
の
脈
と
経
、
絡
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対
す
る
防
衛
作
用
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

脾
脈
の
中
を
流
れ
る
も
の
は
、
通
常
、
津
液
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
津
液
の
生
成
と
循
行
を
「
素
問
』
・
「
霊
枢
」
の
諸
篇
に
基
づ
き
、
整

理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
津
液
は
飲
食
の
消
化
に
よ
り
得
ら
れ
、
脾
脈
を
経
て
組
織
の
分
肉
の
間
に
彦
出
し
、
体
組
織
に
栄
養
を

与
え
、
再
び
脈
内
に
入
る
」
。
こ
の
津
液
の
循
行
に
関
し
て
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
体
組
織
中
の
津
液
が
再
び
脈
内
に
入
る
時
に
、
血
液

に
変
化
す
る
と
言
わ
れ
る
点
で
あ
る
（
「
霊
枢
」
、
「
擁
疽
」
）
。
ま
た
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
消
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
津
液
が
血
液
に

変
化
す
る
こ
と
を
『
霊
枢
』
、
「
営
衛
生
会
」
、
「
決
気
」
等
は
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
津
液
か
ら
血
液
へ
の
変
化
は
、
津
液
が
精
製
化
さ
れ

て
（
「
精
微
を
化
す
」
）
血
液
と
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
記
述
の
内
容
か
ら
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
津
液
と
血
液
と
は
本
来
は
別
の

も
の
で
は
な
く
、
脾
の
つ
か
さ
ど
る
津
液
は
血
液
の
原
料
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
に
お
い
て
、
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
を
脾
脈
を
中
心
に
考
察
し
、
脾
な
い
し
は
脾
脈
が
体
組
織
の
す
み
ず
み
ま
で
津
液

を
潅
概
し
て
滋
養
す
る
と
と
も
に
、
血
液
に
も
原
料
と
し
て
の
津
液
を
供
給
す
る
役
目
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
脾
の
生

理
作
用
は
体
全
体
の
生
理
機
能
の
中
で
も
基
本
的
な
要
素
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
象
徴
的
に
言
う
な
ら
ば
、
生
体
全
体
を
は
ぐ

く
む
「
土
」
の
作
用
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
五
行
説
の
中
で
、
脾
を
「
土
」
に
帰
属
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
よ
う
な
見
方
が
あ
っ

二
五
）

た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

江
戸
時
代
後
期
の
藺
方
害
に
お
け
る
脾
臓
の
生
理
作
用
を
、
内
経
医
学
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
、
考
察
し
た
い
。

ニ
ー
｜
リ
ン
パ
に
関
す
る
作
用

’
’
六
脾
脈
中
の
津
液
の
作
用

二
、
蘭
方
医
学
に
お
け
る
脾
臓
の
生
理
作
用
、
な
ら
び
に
内
経
医
学
と
の
比
較
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二
’
二
消
化
に
関
す
る
作
用

二
七
）

『
医
範
堤
綱
」
で
は
リ
ン
パ
に
関
す
る
脾
臓
の
作
用
の
ほ
か
に
、
「
其
純
厚
ノ
稠
血
ハ
門
脈
二
伝
テ
肝
ノ
胆
液
ヲ
造
ル
原
ヲ
爲
ス
」
と
記
し

て
い
る
。
現
代
の
知
識
も
加
味
し
て
こ
れ
を
読
む
な
ら
ば
、
脾
臓
は
血
漿
を
取
り
出
し
た
残
り
の
濃
厚
な
血
液
を
胆
汁
の
原
料
と
し
て
門
脈

か
ら
肝
臓
、
胆
襄
に
運
ぶ
役
目
を
担
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
脾
臓
が
間
接
的
に
消
化
作
用
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
を

（
一
一
一
）

意
味
す
る
。
ま
た
、
「
重
訂
解
体
新
書
」
で
も
、
「
脾
に
在
り
て
は
腕
汁
を
碑
化
す
」
と
述
べ
、
脾
臓
で
造
ら
れ
た
リ
ン
パ
液
が
特
に
膵
液
を

作
る
の
に
役
立
つ
と
し
、
脾
臓
が
膵
臓
を
介
し
て
間
接
的
に
消
化
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

藺
方
に
お
け
る
脾
臓
が
間
接
的
に
消
化
に
関
与
す
る
と
い
う
見
方
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
脾
脈
と
胄
脈
と
が
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
と
す

の
血
液
に
対
す
る
作
用
と
類
』

さ
ら
に
『
重
訂
解
体
新
聿
三

内
経
医
学
に
お
い
て
、
脾
脈

述
に
も
同
じ
よ
う
な
見
方
が
一

二
’
二
消
化
に
関
す
る
“

（
一
一
ハ
）

「
医
範
提
綱
』
（
宇
田
川
榛
齋
、
一
八
○
五
年
）
に
は
、
「
脾
臓
ハ
血
ヲ
動
脈
二
受
テ
、
血
卜
水
ト
ヲ
分
泌
し
、
其
稀
水
ハ
水
脈
（
リ
ン
・
ハ
管
）

（
’
七
）

ョ
リ
、
乳
嘩
管
、
乳
嘩
雲
、
冑
、
膵
、
ソ
ノ
他
近
傍
ノ
諸
器
二
輪
ル
・
」
と
あ
る
。
現
代
の
知
識
も
加
味
し
て
こ
れ
を
読
む
な
ら
ば
、
脾
臓
は

血
液
を
炉
過
し
て
血
漿
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
、
リ
ン
パ
液
と
し
て
リ
ン
パ
管
に
流
す
役
目
を
担
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
作
用
は
『
重
訂
解

二
八
）

体
新
書
」
（
大
槻
玄
澤
、
一
八
二
六
年
）
で
も
同
様
で
あ
る
。

二
九
）

ま
た
、
『
医
範
提
綱
」
に
は
、
脾
臓
で
作
ら
れ
た
リ
ン
パ
液
は
「
諸
器
二
灌
概
シ
、
滋
潤
シ
テ
枯
燥
ス
ル
コ
ト
無
ラ
シ
ム
」
作
用
が
あ
る
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
内
経
医
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
体
組
織
を
灌
概
す
る
津
液
の
作
用
と
同
じ
で
あ
る
。

二
九
）

同
書
に
お
い
て
は
ま
た
、
リ
ン
パ
は
「
血
中
ノ
渭
稀
ナ
ル
液
」
と
い
わ
れ
、
「
其
血
二
和
シ
テ
粘
稠
ヲ
稀
薄
ニ
シ
、
能
ク
流
通
シ
テ
凝
滞
ス

（
一
九
）
二
九
）

ル
コ
ト
無
ラ
シ
ム
」
、
「
血
ノ
質
ヲ
揮
発
シ
…
…
大
二
滋
養
ノ
用
ヲ
資
ク
」
作
用
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
経
医
学
に
お
け
る
津
液

の
血
液
に
対
す
る
作
用
と
類
似
し
て
い
る
。

（
二
○
）

さ
ら
に
『
重
訂
解
体
新
聿
三
で
は
、
「
夫
れ
、
水
脈
の
身
体
に
お
け
る
（
や
）
、
一
切
滋
養
、
津
潤
の
根
本
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
項
の

内
経
医
学
に
お
い
て
、
脾
脈
の
体
組
織
に
対
す
る
作
用
は
「
土
」
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
の
べ
た
が
、
「
重
訂
解
体
新
聿
昌
の
こ
の
記

述
に
も
同
じ
よ
う
な
見
方
が
伺
え
る
。
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る
内
経
医
学
に
類
似
し
て
い
る
。
内
経
医
学
で
は
脾
が
直
接
的
に
消
化
に
関
与
す
る
と
の
記
述
は
見
当
ら
な
い
が
、
そ
の
後
、
曲
解
ま
た
は

拡
大
解
釈
さ
れ
、
三
国
時
代
以
降
に
は
脾
が
胃
と
と
も
に
直
接
的
に
消
化
を
行
う
（
「
磨
而
消
之
」
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藺
方
の
立

場
か
ら
の
激
し
い
非
難
は
三
国
時
代
以
後
に
現
わ
れ
た
こ
の
説
に
む
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
を
藺
方
医
学
と
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
、
次
の
結
論
を
得
た
。

一
漢
方
医
学
に
お
け
る
脾
の
作
用
は
、
冑
と
と
も
に
、
消
化
に
携
わ
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
用
は
『
素

問
」
・
『
霊
枢
」
中
に
は
態
く
、
本
来
の
作
用
と
は
し
が
た
い
・

二
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
の
中
心
的
な
作
用
は
脾
脈
の
作
用
と
考
え
ら
れ
る
。
脾
脈
は
体
組
織
の
末
端
部
の
脈
で
、
脈
外
に
も
津
液
を

出
し
て
体
組
織
を
滋
潤
す
る
。
こ
の
よ
う
な
脾
脈
の
作
用
は
絡
脈
と
近
似
し
、
衛
気
と
同
じ
く
、
外
界
に
対
し
て
の
防
衛
作
用
を
有
す
る
。

三
内
経
医
学
に
お
け
る
脾
、
脾
脈
、
津
液
の
作
用
は
、
蘭
方
医
学
の
脾
臓
、
リ
ン
パ
管
、
リ
ン
パ
液
の
作
用
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

四
現
在
の
西
洋
医
学
か
ら
み
る
と
、
内
経
医
学
の
お
け
る
脾
の
防
衛
作
用
は
、
脾
臓
を
中
心
と
す
る
リ
ン
パ
系
器
官
（
細
網
内
皮
系
）
の

作
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
脾
の
諸
作
用
も
リ
ン
パ
液
な
ら
び
に
リ
ン
パ
液
に
関
連
し
た
血
漿
、
組
織
液
の
諸
作
用
と
考
え
る
こ
と
が

《
Ｌ
美
こ
つ
匂
○

幸
△
壁

五
漢
方
医
学
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
は
、
リ
ン
パ
系
器
官
と
し
て
の
作
用
に
始
ま
り
、
血
液
の
貯
蔵
作
用
、
さ
ら
に
は
消
化
作
用
へ

と
時
代
的
に
変
遷
し
て
き
た
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
脾
を
リ
ン
パ
系
器
官
と
し
て
把
握
し
た
内
経
医
学
の
説
は
最
も
本
質
を
つ
い
た
も
の
と

い
え
る
。
や
や
も
す
る
と
、
観
念
的
に
な
り
が
ち
な
漢
方
医
学
の
中
に
あ
っ
て
、
内
経
医
学
に
は
鋭
い
洞
察
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

結

論
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（
九
）
「
黄
帝
内
経
太
素
」
臥
息
喘
逆
、
三
○
巻
、
二
七
～
二
八
頁
で
補
正
し
た
「
不
得
臥
而
息
有
音
者
是
陽
明
之
逆
也
」
、
「
夫
起
居
如
故
、
息
有

音
事
者
此
脾
之
絡
脈
逆
、
絡
脈
不
得
随
経
上
下
、
故
留
経
而
不
行
」
に
基
づ
く
。

（
一
ｓ
『
黄
帝
内
経
素
問
』
厭
論
、
第
四
五
、
九
一
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六
二
に
「
酒
入
舩
胄
則
絡
脈
満
而
経
脈
虚
、
脾
主
為
胄

行
其
津
液
者
也
・
…
：
精
気
喝
則
不
営
其
四
支
也
」
と
あ
る
。

（
三
『
黄
帝
内
経
素
問
』
瘻
論
、
第
四
四
、
九
○
頁
に
「
惨
灌
路
谷
」
と
あ
る
。

三
）
「
黄
帝
内
経
太
素
』
五
蔵
瘻
、
二
五
巻
、
四
七
～
四
八
頁
に
「
脾
熱
色
黄
而
肉
濡
動
」
、
『
黄
帝
内
経
太
素
」
調
陰
陽
、
三
巻
、
四
六
頁
に
「
味

過
舩
甘
、
脾
気
濡
、
胄
気
乃
厚
」
、
『
黄
帝
内
経
素
問
」
宣
明
五
気
篇
、
第
二
三
、
五
四
頁
に
「
五
蔵
所
悪
…
…
脾
悪
湿
」
と
あ
る
。

（
三
）
『
黄
帝
内
経
太
素
』
廠
疽
、
二
六
巻
、
四
八
～
六
三
頁

（
酉
蓄
帯
内
経
素
問
」
示
従
容
論
、
第
七
六
、
一
九
五
頁
に
「
脾
気
不
守
」
、
「
霊
枢
経
』
師
伝
、
第
二
九
、
六
五
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北

（
七
）
江
陵
張
家
山
漢
簡
「
脈
書
」
「
文
物
」
第
七
期
、
七
二
～
七
四
頁
、
一
九
八
九
の
「
実
四
肢
而
虚
五
蔵
」
、
ま
た
、
明
趙
開
美
本
『
傷
寒
論
』
、

煉
原
書
店
、
一
九
八
八
の
平
脈
法
に
は
「
四
属
断
絶
〈
四
属
者
謂
皮
肉
脂
髄
〉
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

（
八
）
「
黄
帝
内
経
太
素
』
蔵
府
気
液
、
六
巻
、
二
二
九
～
二
四
六
頁
に
は
「
四
支
皆
稟
気
舩
胄
而
不
得
径
至
、
必
因
脾
乃
得
稟
」
、
「
陽
道
実
、
陰

（
一
）
候
燦
「
脾
の
解
剖
学
的
基
礎
を
中
国
医
学
文
献
か
ら
検
討
す
る
」
『
中
医
臨
床
』
一
巻
一
号
、
七
一
～
七
三
頁
、
一
九
八
○
。

（
二
）
「
諸
病
源
候
論
」
、
「
中
蔵
経
」
、
「
王
叔
和
脈
訣
」
な
ど
、
陳
夢
雷
等
編
『
古
今
図
書
集
成
、
医
部
全
録
」
第
四
冊
、
一
四
六
～
一
七
三
頁
、

人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
三
。

（
三
）
『
難
経
集
注
」
巻
四
、
六
一
一
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
、
四
二
難
に
「
主
裏
血
温
五
臓
」
と
あ
る
。

（
四
）
「
黄
帝
内
経
素
問
」
、
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
医
学
を
内
経
医
学
と
言
い
習
わ
し
て
い
る
。

（
五
）
大
槻
玄
澤
「
重
訂
解
体
新
書
』
巻
之
一
○
、
脾
篇
、
一
八
二
六
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。

（
六
）
「
黄
帝
内
経
太
素
』
四
時
脈
形
、
一
四
巻
、
三
○
頁
、
東
洋
医
学
善
本
叢
書
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
に
は
脈
の
字
を
記
し

文
献
お
よ
び
注

「
黄
帝
内
経
太
素
』
垂

道
虚
」
な
ど
と
あ
る
。

て

な

い
○
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こここ

さ＝

国
目
①
ｇ
潟
巨
○
四
ｏ
巴
旨
〕
８
９
］
（
）
陣
胃
営
蒋
言
四
国
の
胃
①
９
国
両
国
警
呂
四
ｍ
ｇ
一
①
①
己
冒
耳
目
旨
（
旨
巴
Ｑ
旨
〕
①
印
の

目
〕
①
昌
○
旨
①
］
め
い
①
己
①
尉
己
辱
冒
］
（
）
言
］
〕
四
め
庁
面
①
ｐ
Ｈ
○
］
‐
ロ
（
）
言
〔
）
ロ
〔
）
閉
９
ｍ
①
鴛
昌
○
国
．
国
匡
言
弄
丘
①
○
○
国
の
①
己
庁
（
）
［
も
一
彦
四
ｍ
ｇ
］
智
〕
ぬ
①
Ｑ
デ
ミ
言
彦

二二こ二

◇ぢ

（
一
九
）

（
｜
｜
ロ
）

（
一
一
一
）

京
、
一
九
八
二
に
「
脾
者
主
為
衛
」
な
ど
の
例
も
み
ら
れ
る
。

「
黄
帝
内
経
太
素
』
蔵
府
気
液
、
六
巻
、
四
八
頁
に
「
脾
臓
者
常
著
土
之
精
也
、
土
者
主
万
物
而
法
天
地
」
な
ど
と
あ
る
。

酒
井
恒
訳
編
『
タ
ヘ
ー
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
解
体
新
書
』
一
四
二
～
一
四
三
頁
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
名
古
屋
、
一
九
八
六
に
は
「
リ
ン

ワ
ア
テ
ル
ハ
ツ
テ
ン

パ
管
ご
尉
四
冒
己
目
目
＆
（
雪
異
国
‐
ご
“
の
計
の
ロ
ヒ
、
「
畦
的
爾
発
天
〈
此
二
水
道
卜
翻
ス
〉
」
と
あ
る
。
宇
田
川
榛
斎
「
医
範
提
綱
」
題
言
六
則
、

一
八
○
五
、
東
京
理
科
大
学
所
蔵
で
は
水
道
を
水
脈
に
改
訳
し
て
い
る
。

宇
田
川
榛
斎
「
医
範
提
綱
」
巻
二
、
脾
。

酒
井
恒
訳
編
『
タ
ヘ
ー
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
解
体
新
書
』
五
八
○
頁
が
収
載
す
る
『
解
体
新
書
」
の
原
書
「
タ
ヘ
ー
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
」
で

は
「
脾
臓
は
血
液
を
薄
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
医
範
提
綱
』
、
『
重
訂
解
体
新
書
』
中
の
脾
臓
が
リ
ン
・
ハ
液
を
作
る
作
用
は
人
間
に
は
認
め
ら

れ
ず
、
肉
食
動
物
で
観
察
さ
れ
る
。
動
物
の
解
剖
生
理
の
観
察
か
ら
人
間
の
生
理
を
類
推
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

宇
田
川
榛
斎
「
医
範
提
綱
』
巻
三
、
水
脈
。

大
槻
玄
澤
「
重
訂
解
体
新
書
』
巻
之
六
、
水
液
。

大
槻
玄
澤
『
重
訂
解
体
新
書
」
巻
之
五
、
濾
胞
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

勺
ぽ
ぐ
巴
○
二
○
ｍ
目
○
閉
庁
ご
①
も
『
昌
邑
の
こ
ぐ
弓
①
冒
四
ロ
ロ
Ｐ
目
ロ
胴
の
壷
巨
自
ロ

く

○
○
口
５
画
【
扇
○
国
弓
ａ
ｇ
ｇ
の
、
豆
①
①
ご
旨
口
昌
ｇ
〕
夛
畠
の
＆
９
国
①

罫
藍
３
国
ｚ
ｐ
Ｏ
目
』
『
閏
員
○
三
シ
【
シ
冨
己
罰
ン
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thetimes.AccordingtotheSuWen素問andtheLingShu霊枢,thePidoesnotdirectlytakepart

indigestion・ThesewritingsoftendescribethePiasthe$lPimeridian'',collsideredtocontributeto

thefunctionofthecirculatorvsvstcm.

Comparingthedescriptionsofthe"inSuWenandLingShuwiththoseofthespleeninDutch

medicalbookspublishedintheEdoperiod,wefoundthefollowingsimilaritiesbetweenthesetwo

differentkindsofmedicalconcepts.BoththePjintheformerandthespleeninthelatterare

consideredtobeimportantintransportationoflymph.Furthermore,thePimeridianand//"yg津

液(bodyfluid)intheformercorrespondtothelymphaticvesselandlymphinthelatter,respective-
lv.

Wealsofoundsomesimilaritiesbetweentheconceptofthespleeninmodernmedicineandthat

oftheP/inSuWenandLingShu.SuWenandLingShusaythatノ"@yecontainedwithinthe"

meridiannourishesthebodytissuesandthatitalsoturnsintoblood.Itisconfirmedinmodern

medicinethatlymph,tissuefluidandbloodplasmaareinterchangeableinform.SuWenandLing

ShusaythatthePitakespartinthebody'sdefensemechanism.Thisfactissupportedbythe

functionofthereticuloendothelialsystemfoundinmodernmedicine.

TheresultsasdecribedaboveshowthattheconceptofPiinSuWenandLingShuissuperior

totheothersdescribedintraditionalChinesemedicine.

の
寺
や

（
ぬ
つ
『
）


